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物流需要と物流キャパシティ
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物流需要

リソース

物流サービスのキャパシティ

アセット

⼈・資材・什器・燃料 トラック・倉庫・機械・設備

需給調整
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物流業界が抱える課題

3

 昨今は、「物流需要」が新型コロナの影響や通販の拡⼤によって、複雑化が⼀層進む
 ⼀⽅、物流サービスの「キャパシティ」は、⼈不⾜やシステムのレガシー化で、需要との間にギャップが⽣じている

倉庫 配送/ラストマイル国際輸送 輸送 変化のトレンド

 新型コロナや通販拡⼤によ
る物流の複雑化

リソース

アセット

システム

有形
資産

物流
キャパシ

ティ

 ⼈的リソースの減少

 従来型システムの
レガシー化

 アセットキャパシティは拡⼤
 波動による遊休化

SCM
システム TMS 配⾞・

ルートWMS

ドライバー/燃料 作業員/什器/資材 ドライバー/燃料船員/燃料

倉庫・マテハントラック・配送拠点 トラック・配送拠点船舶・航空機

物流需要

GAP GAP GAP GAP
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⽶国から⾒る変化のトレンド – 物流キャパシティの「シェアリング」と「⾃動化」
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 ⽶国では物流需要と物流キャパシティのギャップを調整し、シェアリングするビジネスモデルが発達
 ⻑期的には⾃動化テクノロジーの発展に伴い、物流サービスのコスト構造の変⾰が期待される

倉庫 配送/ラストマイル国際輸送 輸送

物流需要

リソース

アセット

物流
キャパ
シティ

シェアリング

⾃動化
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調整

GAP
調整

GAP
調整

GAP
調整
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物流サービスの「標準化」から「シェアリング」へ

5

 複雑化する物流に対応するためには、まず最初に物流サービスを標準化することが必要。
 3条件がそろい、物流サービスの「標準化」が進むと、需要とキャパシティの「シェアリング」が可能になる

物流サービスの

標準化
物流需要と

物流キャパシティの

シェアリング

 共有可能なSaaS型システムの浸透
 APIデータ連携やAIによる複雑性の吸収
 ⾃動化技術導⼊によるオペレーションの汎⽤化

1. テクノロジーの進展

 帳票・データ連携の規格化
 パレット・資材などの規格化
 SIP「スマート物流サービス」

2. サプライチェーンの規格化

 業界を跨いだアライアンスの構築
 物効法を活⽤した⾃家アセットやリソースのシェアリング

推進

3. 業界・官⺠を跨ぐアライアンス

テクノロジー企業、
新事業への
⽀援・補助

規格化及び
実証への

⽀援・補助

業法・
物効法上
の⽀援
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競争領域
 物流需要に対し、⽣産性を最⼤限⾼め、競争優位

性を磨く
 ⾃社貨物や主要顧客に合わせ、⻑期的な投資を

⾏い、効率化を図る
 ⻑期的には⾃動化技術の進展で、コスト構造の改

⾰に取り組む

競争領域と⾮競争領域の⾒極めとシェアリング
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 荷主・物流各企業が⾃社の「競争領域」と「⾮競争領域」を⾒極める
 複雑化する物流需要に対し、限られたキャパシティを最⼤限活⽤し、業界全体で更なる競争⼒向上を実現する

時間

物流キャパシティ
(⻑期的な変化)

物流需要
(短期的な変化) 不⾜

GAP

過剰
GAP

⾮競争領域
 シェアリングし、業界全体で最適化
 標準化した物流サービスでスポット利⽤や外部利⽤

を実現
 従量課⾦・変動型の採算性を追求
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弊社の取り組み

~倉庫業界における事例~
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倉庫業界が抱える課題
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 グローバルで500兆円の市場規模を持つ物流業界において、倉庫業界が抱える課題は多い
 特に本邦では、労働⼒の減少、遊休化したスペースの課題解決が急務

倉庫 ラストマイル国際輸送 輸送

トラック船

16兆円

航空機

11兆円

鉄道

26兆円

ラストマイル

30兆円

倉庫

グローバル

488兆円

201兆円 204兆円

⽇本
倉庫市場

5,492万㎡ 10,419万㎡延床⾯積

市場規模

営業倉庫

2.5兆円 4.2兆円 3.7兆円

⾃家倉庫

営業倉庫 ⾃家倉庫 遊休化による機会損失

21
2 スペースの遊休化

賃貸ベースでは満床傾向にあるが、
寄託ベースでは、営業倉庫の27%、
⾃家倉庫の40%は遊休化しており、
5,800万㎡、3.7兆円が効率化可
能な潜在市場として広がっている

1 労働⼒の減少

営業・⾃家倉庫を合わせた6.7兆円
の市場の内、48%は⼈件費と⾔わ
れ、3兆円近い労働⼒⼈⼝が切迫
化している

※データは国⼟交通省データ、レポート会社資料等から三菱商事が作成
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新しいテクノロジーが抱えるギャップ
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 業界が抱える2つの課題に対し、新しいテクノロジーやビジネスモデルが台頭している
 ⼀⽅、テクノロジーの利⽤者と提供者の間には、普及に⻭⽌めをかけるギャップが存在する

労働⼒の代替︓倉庫ロボット
1

ロボットユーザー

ロボットメーカー

初期投資が重い。購
⼊した場合、波動へ
の対応が不安

どう使ったらよいか分
からず、使えなかった
らどうしよう

社内にノウハウがなく、
使いこなせるか分から
ない

顧客のニーズが分か
らず、制御システム
作ったのに売れない

オペレーションフローの
設計はユーザーでし
てほしい

保守メンテナンスまで
⼿が回っていない

GAP

遊休スペース︓シェアリング
2

倉庫利⽤者・荷主

倉庫提供者

倉庫探しや交渉に時
間がかかって、すぐに
利⽤できない

賃貸・リース契約は、
作業員や什器の⼿
配があり⼤変

外部倉庫を⾒つけて
も、⾦額や契約の交
渉が発⽣して⼤変

数⼗坪空いているが、
営業コストをかけたく
ない

賃貸でサブリースする
と、営業倉庫登録を
外さないといけない

スポット案件を受ける
には、与信や保険な
ど⼿配が⾯倒

GAP

専⽤化した製品だと、
他案件への転⽤が
難しい
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⽉額制倉庫ロボットサービス
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1

倉庫ロボットで、物流現場は進化する。
 多様な倉庫ロボットを⽉額制プランと独⾃のシステム連携ソフトウェアを通じ、

お客様の新しい倉庫運⽤をトータルで⽀援する倉庫ロボットパートナーです。

コンサルティング
分析・戦略から導⼊・運⽤
までトータルでサポート

01 ロボット＆プラン
⾃分たちで実証を積んだ
倉庫ロボットだけをご提案

02 ソフトウェア
連携ソフトウェアで
システム改修を最⼩化

03

時間

台数
⽉ベースで台数を

増減可能

最低契約台数

オンライン視察会
https://roboware.ai/online-visit

基幹システム

STREAM
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シェアリング型寄託倉庫サービス
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2

賃貸借でなく寄託だから、
荷物を預けるだけ。
設備や⼈の⼿配不要。

01 保管料は、
⽇割り＆パレット建て。
使った分だけ、お⽀払い。

02 ⾒積もり不要。
倉庫の検索中から、
保管料・作業料がわかる。

03

寄託倉庫を、カンタン利⽤。
 ⽶国FLEXE社と資本業務提携し、ブランド名WareX(ウェアエックス)で⽇本展開
 WareXは価格・場所などの条件を踏まえた倉庫検索から、引き合い管理、

⼊出荷作業、請求業務のオペレーションまで、オンラインで完結する寄託倉庫利⽤サービスです。

ウェブ説明会
https://lp.warex.ai/ja-jp/warex-seminar


